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研究方法   
   ホルマリン固定された日本人標本 39体 39上肢（右 11上肢，左 28上肢）を用いた．







   ECRB はその筋体の深部に幅のある密な長い腱成分を有した．EDC の起始腱は短
く，腱線維と筋線維が混在していた．EDC は示指，中指，環指，小指の 4 つの筋成
分から構成された．EDCを各指成分に分離後，示指成分は上腕骨外側上顆から，81 ± 
12mm 遠位で腱線維と筋線維により ECRB 起始腱の後方から起始した．中指成分は
外側上顆の前方傾斜部から筋線維が混在した短い起始腱により起始し，さらに上腕骨
外側上顆から，60 ± 13mm遠位にかけて ECRB腱の浅層・後方より筋線維で広く起
始した．一方，EDC 環指と小指成分は筋線維が入り組み，上腕骨外側上顆より 38 ± 










   ECRBが最も伸張する肢位は肘伸展，前腕回内，手関節屈曲尺屈位と報告されてい
る（Briggs 1985, Stoeckart 1989, Takasaki 2007）．一方，EDCはMCP関節の主要
な伸筋であり，さらに手指 PIP・DIP関節の伸展，手関節の伸展と橈屈運動に寄与す
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Effect of simultaneous stretching of the wrist and finger extensors for 
lateral epicondylitis: a gross anatomical study of the tendinous origins of 
the extensor carpi radialis brevis and extensor digitorum communis.   
（上腕骨外側上顆炎に対する手関節および手指伸筋群の同時ストレッチング
の効果：短橈側手根伸筋および総指伸筋起始腱の肉眼的解剖的研究） 
結果の要旨 
 
本研究は，ホルマリン固定ヒト標本を用いて，短橈側手根伸筋および総指伸筋の腱起始
部を肉眼的に観察し，上腕骨外側上顆炎で用いられる手関節および手指伸筋群のストレッ
チング運動の作用機序を検討したものである．総指伸筋の示指および中指成分は，短橈側
手根伸筋の起始腱へ合流し，中指成分はまた上腕骨外側上顆から起始した．一方で，総指
伸筋の環指と小指成分は，短橈側手根伸筋と直接的な線維結合を認めなかった．本研究の
結果より，手関節屈曲に示指および中指屈曲を加えたストレッチング運動は，上腕骨外側
上顆炎の主病巣と考えられている短橈側手根伸筋と総指伸筋の腱起始部を効果的に伸張す
ることが可能と考えられ，臨床での有用性が期待できる．以上の研究・質疑応答の結果を
踏まえ，4名の審査員から本研究は博士(医学)の学位授与に値する研究成果であると審査委
員全員から評価された． 
 
